
1 

 

第６学年 総合的な学習の時間 学習指導案 
 

日  時 令和５年 １２月１３日（水）４校時 

場  所 計根別学園６年教室 

生  徒 計根別学園第６学年（男子４名、女子７名） 

            特別支援学級（男子２名、女子１名） 

指 導 者 登藤 英臣 

     池田 牧 

 

１．単元名 

「北方領土学習～北方領土の未来～」 

 

 

２．計根別学園の教育目標と「総合的な学習の時間」の目標 
 

〇計根別学園教育目標「夢を紡ぐ力」 

 

〇「総合的な学習の時間」の目標 

地域・食育 

ふるさと計根別を知り、故郷を大切にする意識を養っていく。 

 

〇「夢を紡ぐ力」と「総合的な学習の時間の目標」との関連 

「何を知っているか、何ができるか」、「『知っていること・できること』をどう使うか」 

「どのように仲間（地域・社会・世界）と関わり、より良い人生を送るか」までに思いを馳せる子 
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３．単元の目標と身に付けたい資質・能力 

 本単元は、近いようで遠い北方領土の問題を学び、同じ北海道に住む人として地域について考える単

元である。同じ根室管内であっても、基幹産業が酪農である中標津町の計根別地区は、北方領土に関す

る認識が薄い現状がある。 

 ふるさと教育のアンケート結果から「自分たちが住むふるさとへの関心」は高いことがわかった。そ

のため、現状、関心が低い北方領土についても歴史や課題を学ぶことで、知識や考えを深めたい。知識

を深めるだけでなく、その知識をもとに自分たちにできることは何か考え、北方領土問題を自分事とし

て捉えることで、地域という枠組みを広くし、関心をさらに高めていくことを目指していく。 

単元目標 

北方領土問題を自分事に捉え、自分たちに何ができるか考えることができる。 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力 人間性等 

・北方領土の問題や歴史を理解

することができる。 

 

・目的に応じて必要な情報を収

集することができる。 

 

・何を学び、何をするのか見通 

しをもって活動することがで 

きる。 

 

・集めた情報を整理・分析し、自

分たちに何ができるのかアイ

ディアを出すことができる。 

 

・学んだことから、自分の考え 

を提言として表現できる。 

・北方少年少女塾や調べていく

学習を通じて、協働しながら

課題解決に取り組むことがで

きる。 

 

・考えを伝えると同時に、この先

の未来に対して自分にできる

ことは何か、追求していくこ

とができる。 

 

４．児童の実態 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力 人間性等 

・島の名前や位置関係、簡単な歴

史については理解できてい

る。 

・情報収集において、必要な資料

やインターネットを使って情

報を集めることができる。 

 

・なぜ学ぶか、自分たちにどう関 

係するかという点での考えに

児童間で差がある。 

・情報を整理することができて 

も、その次にどう繋げていく

かという活動が一辺倒になる

ことがある。 

 

・時事について関心がある児童

がいる。 

・過去から学び、これからの姿で

物事を考えることができる。 

 

〇事前のアンケートから 

 

成果 

自分の住む町への関心は高い⇒さらに詳しく知り、それを発信していく。 

 

課題 

歴史や抱えている問題への関心は低い⇒現状を知り、自分事として捉える必要がある。 
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５．単元の指導計画（全１９時間） 

 
 

 

 

 

 

 

時 目 標 学 習 活 動 評価 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

【問題の発見】 

〇北方領土問題について考えることが

できる。 

 

・北方少年少女塾に参加する。 

・納沙布岬から北方領土を見る。 

・資料館で歴史を学ぶ。 

・ニホロで元島民２世から話を聞く。 

 

知識 

技能 

7 

8 

【課題の設定】 

〇北方領土問題について知り、そこから

自分事として捉えることができる。  

 

・『エトピリカ』を鑑賞する。 

・北方少年少女塾で学んだことをまとめ

る。 

・資料やインターネットから北方領土問

題を考える。 

 

知識 

技能 

9 

10 

【情報の収集】 

〇自分の知りたいことを調べ、問題点を

考えることができる。 

 

・北方領土対策協会のHPから自分の知 

りたい情報を集める。 

 

知識 

技能 

11 

【整理・分析】 

〇これまでに学習した内容を整理し、問

題の本質から自分たちにできること

を考えることができる。 

 

・集めた情報から、問題について思考ツ

ールを用いて整理し、興味を持った問

題点についてグループで解決策を出

し合う。 

 

思考力 

判断力 

表現力 

12 

13 

14 

15 

【まとめ・表現①】 

〇グループで自分たちにできることを

話し合い、主張を伝えることができ

る。 

 

・これまでの学習を参考に、様々な角度

からできることを考える。 

・方向性が近い人たちでグループを作

り、プレゼンテーションを作成する。 

 

思考力 

判断力 

表現力 

16 

17 

【まとめ・表現②】 

〇プレ発表会をして、改善点を話し合う

ことができる。 

 

・学級内で発表を見せ合い、主張内容に

ついて改善案を出し合う。 

・出された改善案をもとに修正する。 

 

思考力 

判断力 

表現力 

18 

【まとめ・表現③】 

〇自分たちの考えを他者に向けて伝え

ることができる。 

・プレゼンテーションを行い、自分たち

の考えを伝える。 
学びに向かう力 

人間性等 

19 

【まとめ・表現④】⇒【課題の設定】 

〇学んだことや発表で気づいたことか

ら、これからの在り方を考えることが

できる。 

・活動を通して見えてきた課題を明確に

し、これからの生活を考える。 
学びに向かう力 

人間性等 
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６．本時案（１１／１９） 

（１）本時の目標 

これまでに学習した内容を整理し、問題の本質から自分たちにできることを考えることができる。 

【思考力・判断力・表現力】 

（２）本時の展開  

 子どもの学習活動（・） 教師の働きかけ（○） 指導上の留意点（◎），評価  

導 

 

入 

 

１

０ 

分 

○これまでに調べた北方領土問題を出し合う 

・ロシアとの関係 

・時間が経ちすぎていること 

・元島民の高齢化 

・日本人の関心が薄れている 

 

〇自分たちとの関係を考える 

 

◎ロシアとの平和的解決はもちろん、国

内での問題も視点とする。 

 

◎問題の根拠を明らかにする。 

 

 

◎自分と無関係ではないということを確

認する。 

 

 

 

展 

 

開 

 

３

０ 

分 

〇グループになり、具体的な解決策を出し合う 

・思考ツールを用いて整理する 

 

〇グループで出た解決策を全体で交流する 

ロシアとの関係⇒仲良くするための方法 

時間の経過⇒今できることの見通し 

元島民の高齢化⇒２世、３世の意識について 

日本人の関心⇒広めるためには 

 

〇出てきた解決策を観点別に分ける 

すぐできる⇔時間がかかる 

一人でできる⇔みんなでできる 

 

〇どんな問題について考えていきたいか決める 

 

◎ロイロノートでグループ内共有をして

話し合う。 

 

◎実現が難しくても、多面的に意見が出

るように促したい。 

 

◎発表のテーマとなることを確認する。 

 

ま 

と 

め 

 

１

０ 

分 

 

〇次時の説明 

 

〇発信の方法について考える 

・次年度に向けて５年生へ 

・展示できるものとして資料館へ 

 

◎学級内の発表だけでいいのか考え、子

どもたちの問題に対する意識を図りた

い。 

 

 

 

 

課題 問題を解決するには何が必要だろう 

これまでの学習から、自分たちにできる

ことを話し合い、自分の考えを深めること

ができる。（思考力・判断力・表現力） 

【交流・ロイロノート】 


